
平成２３年度市政懇談会 

市長の 

いきいきタウントーク 



下野市の財政状況について 
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平成22年度一般会計決算 
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歳入 219億8,492万円 
 

（前年度比 ３．０％増） 
 

 

 

歳出 207億8,515万円 
 

（前年度比 ２．６％増） 

 



市税 
89億2,477万円 

(40.6%) 
 

地方交付税 
33億2,651万円 

(15.1%) 

諸収入 
5億4,391万  

(2.5%) 

  市債 
25億7,670万円 

(11.7%) 

国庫支出金  
26億9,717万円 

(12.3%) 

県支出金 
11億165万円 

(5.0%) 

繰越金  
11億146万円 

(5.0%) 

地方消費税交付金 
5億2,929万円 

(2.4%) 

地方譲与税      2億7,901万円(1.3%) 
分担金及び負担金   2億3,634万円(1.1%) 
使用料及び手数料   2億   58万円(0.9%) 
繰入金        1億1,730万円(0.5%) 
地方特例交付金    1億1,368万円(0.5%) 
自動車取得税交付金   8,272万円(0.4%) 
その他        1億5,383万円(0.7%) 

平成22年度 一般会計歳入決算額 ２１９億８，４９２万円 
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民生費 
54億1,141万円 

(26.0%) 

総務費 
32億4,160万円

(15.6%) 土木費 
24億1,598万円 

(11.6%) 

教育費 
25億2万円 
(12.1%) 

商工費    6億4,343万円(3.1%) 
議会費      1億8,994万円(0.9%)  
災害復旧費      143万円(0.0%) 
労働費       18万円(0.0%) 

農林水産業費 
19億9,013万円 

(9.6%) 

消防費 
9億9,361万円 

(4.8%) 

公債費 
20億8,330万円 

(10.0%) 

平成22年度 一般会計歳出決算額 ２０７億８，５１５万円 

衛生費 
13億1,412万円 

(6.3%) 
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  家計簿にたとえると 

  平成22年度一般会計決算を「１か月の家計
簿」のイメージで作成しました。 

  収入・支出ともに額を家計の実情に近づける
ため、３，０００分の１にして、１２か月で割って
います。 
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項 目 決算上の区分 金 額 割 合 

①給 料 市 税 ２４８，０００円 ４１% 

②パート収入 分担金・負担金・使用料・手数料・財産収入 １４，０００円 ２% 

③親からの援助 交付税・譲与税・国県支出金など ２２８，０００円 ３７% 

④預金からの引き出し 繰入金 ３，０００円 １% 

⑤銀行等からの借入 市 債 ７１，０００円 １１% 

⑥前月からの繰越 繰越金 ３１，０００円 ５% 

⑦雑収入 諸収入 １５，０００円 ３% 

1か月の収入合計  ６１０，０００円 

  家計簿にたとえると（収入） 
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項 目 決算上の区分 金 額 割 合 

①食費などの日常生活費 人件費 ９９，０００円 １７% 

②医療費 扶助費 ７５，０００円 １３% 

③ローンの返済 公債費 ５８，０００円 １０% 

④家具・日用品の購入や光熱費
など 

物件費 ８６，０００円 １５% 

⑤ガラスなどの修理 維持補修費 ３，０００円 1% 

⑥自治会や保険料 補助費等 ６８，０００円 １２% 

⑦貯金積み立て 積立金・予備費 ２６，０００円 ４% 

⑧株などへの投資 投資及び出資金・貸付金 １４，０００円 ２% 

⑨子供への仕送り 繰出金 ５６，０００円 １０% 

⑩家の増改築 
普通建設事業費・災害復旧費な
ど 

９２，０００円 １６% 

1か月の支出合計  ５７７，０００円 

  家計簿にたとえると（支出） 
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財政指標 
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下野市総合計画 

後期基本計画について 
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・序論 

・下野市の現状と将来の見通し 

・市民参画 

・下野市の将来像 

・土地利用方針 

・施策の展開方向 

・施策大綱 

・行政運営の方針 

・序論 

・施策の概要 

・心豊かに暮らせる創造と躍進のまち 

・心安らかに暮らせる安全・安心なまち 

・市の実施する事業 

⇒短期間の事業内容及び事業規模を記載 

 

 
 

計画期間▶８年（Ｈ２０～２７） 

 

 

 
 

前期▶４年（Ｈ２０～Ｈ２３） 
後期▶４年（Ｈ２４～Ｈ２７） 

 

２年 ２年 ２年 

２年 ２年 ２年 ２年 

総合計画の構成 
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総合計画は、基本構想と基本計画によって構成されています。基本構想で

は、市の将来像を描き「施策の展開方向」と「行政運営の指針」を定め、分

野別の施策の方向を明らかにしています。基本計画は、基本構想に示され

た施策大綱に従って、個別の施策・事業の内容を体系的に示しています。 

前期 後期 



思いやりと交流で創る 

              新生文化都市 


